






































































































































能でしたが、現在は天馬が保有する4.5G や５ G ラインで
の委託生産が可能となり、POS 端末市場や ATM端末市
場等、規模が求められる市場も対応領域となりました。一
方、天馬側はNLTの技術協力を受けて、高品質、高信頼
性が求められる車載市場やハイエンドのスマホ、タブレッ
ト市場への事業拡大を進めています。お互いが資本提携し
たことで、お客様の方から様々な引き合いが来るように
なったことで営業機会も大幅に増えてきました。
　また、NLT にとっては資材費低減を大きく進める機会
を得ました。天馬との共同購買による単価低減、中国ベン
ダーからの調達促進が可能となりました。
　製品の設計、開発においては、天馬とNLTが製品サイ
ズごとに分担しあうことで、効率をあげ、結果開発スピー
ドの改善を行っています。
　一番判りやすいシナジーは、製造コストの削減です。天
馬の大規模製造ラインを活用することによるアレイ・セル
工程の製造コスト大幅削減、天馬のモジュール組立ライン
を活用することにより、人件費のセーブおよび SCM上の
コスト改善も可能となります。ほとんどのディスプレイ最
終製品は、中国で組み立てられているため、液晶ディスプ
レイ部品を中国で組み上げ、そのまま最終製品に組み込む
ことで物流費用もセーブ出来るようになります。
　一方、秋田の小さなラインは、マスク代や材料費が少額
で済む為、試作や研究開発ラインとして、うってつけの規
模となります。秋田ラインを天馬グループ全体の研究開発
拠点としても活用する計画を進めています。
　従来のコストダウンは、工場現場での断続的費用改善活
23日中連携による 中小型液晶事業戦略
動が主でしたが、天馬との事業連携により、上流工程の開
発や資材調達から、アレイ・セル工程、モジュール工程、
物流、販売等に到るまでの統合的、戦略的コストダウンが
可能となりました。
　現在は、ブランド戦略やグローバルな販売面でのシナ
ジーについても検討に入っています。
　但し、当然ながらこれらの協業シナジーは、簡単に結果
が出せるわけではありません。お互いのTOP はその必要
性を理解し実務に指示をしても、両社の事業遂行部門が意
味を理解し従来のやり方を換えることは容易ではありませ
ん。ましてや言語や文化の違いによるコミュニケーション
の壁やお互いのプライドが邪魔をして、想定した結果が出
ないことがあることも現実です。また現在の中国社会で
は、幹部から作業工に到るまで人材の流動性が激しく、
せっかく築いた人脈や、育成した技能が中長期に活かせな
い場合も出てきます。このような困難を一歩一歩乗り越え
て、連携の意味を各階層に浸透させる努力が不可欠と考え
ています。
　ハイテク分野である液晶ディスプレイ事業において、中
国の資本を得て、一方的ではなく相互補完を行いながら事
業連携している日本企業はまだ少ないのではと思います。
今までのように、日本企業が中国に進出するだけでなく、
今後は中国資本或いは、中国企業が日本に進出してくる機
会も更に増えてくるのではとも思います。その意味におい
て、ぜひ天馬―NLT による日中事業連携を成功させ、今
後のモデル事業となることが出来るよう、微力ながら努力
したいと思います。今回の講演を機会にAIBS 学会の皆様
からの率直なコメントやご指導を賜わることが出来れば幸
いです。宜しくお願い申し上げます。
